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避
難
場
所
に
つ
い
て
も
、

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
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●AED（自動体外式除細動器）
学内29箇所に設置。毎年実施する救命講習では、教職員
はAEDの使用法を学び、胸骨圧迫も練習しています。

●一次避難地
災害時の基本は最寄りの各グラウンドへ避難。その後、必
要、状況に応じて避難先を移動します。各グラウンドへの
避難誘導を想定した避難訓練を実施しています。

●防災センター
本館地下には、24時間対応の防災センターを設置。また、
四條畷警察署と災害警備対策などに関する協定も締結
し、地域への貢献も果たしています。

●防災倉庫
水、ご飯、パンなど食料品のほか、災害時用トイレ溶剤やト
イレ用品、長期保存型女性用ナプキン、毛布、飛沫感染を防
ぐフェイスシールド、また、発電機などを備蓄しています。

●備蓄品のあるエレベーター
本館、１５号館、１６号館のエレベーターに飲
料水、防災用アルミ保温シート、緊急用トイレ
などを設置しました。他のエレベータの備蓄品
も順次購入し、配備していく予定です。

●井戸
学内に井戸を掘っています。井戸は定期的に掃
除し、災害時、ライフラインが途絶えた時には
生活用水として活用します。

●体育館
地域住民の皆さんの災害時避難場所にも選定
されています。

　

�����　   �� 0304

本館（11号館）
1F

生駒第3グラウンド

生駒第9グラウンド

生駒第1グラウンド

生駒第8グラウンド

生駒テニス場

学生会館ACT.Sta
1F・3F

綜合図書館
2F

wellness2008
1F・2F・3F・4F

新産業研究開発センター
（HRC）1F

総合体育館
1F

12号館
2F

9号館
1F

14号館
1F

16号館
1F

15号館
1F

18号館
1F

4号館
2F

8号館
クリエイトセンター2F

13号館
1F

5号館
1F

第1・第2武道場
2F・4F

実習B棟 
第3武道場1F

O
S
U
の
防
災
備
蓄
品

は
、後
援
会
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
寄
贈
も
活
用

し
、順
次
拡
充
し
て
い

ま
す
。

一
次
避
難
地

一
次
避
難
地

一
次
避
難
地

一
次
避
難
地

一
次
避
難
地

防災
センター

防災
センター

防災倉庫

防災倉庫

防災倉庫

中央キャンパス
正面内側

中央キャンパス
校友の杜

中央キャンパス
南側道路

南キャンパス
グラウンド

一
次
避
難
地

東キャンパス
駐車場

東キャンパス
15号館1F

エ
レベー
タ
ー

備蓄

エ
レベー
タ
ー

備蓄

エ
レベー
タ
ー

備蓄

エ
レベー
タ
ー

備蓄

本館（11号館）
16号館

15号館

中央キャンパス

東キャンパス

南キャンパス

生駒キャンパス

防災倉庫

新クラブハウス
1F

体育館

体育館

本館（11号館）
地下1F

本館（11号館）
地下1F









�����　   �� 1112

保護者様へお伝えしたいイベントや学生の活躍をお知らせ
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新エネルギービークルプロジェクト
「2024Ene-1 MOTEGI GP」に出場、クラス優勝しました！

日本拳法部

開髙千尋さん 土井唯香さん 全国都道府県対抗日本拳法大会「準優勝」

　本学プロジェクト共育で活動を続ける新エネルギービークル
プロジェクトは、2024年９月15日に栃木県にある「モビリティ
―リゾートもてぎ」で開催された「2024Ene-1 MOTEGI GP」
にDiv1(重量・素材無制限部門の大学、高専、専門学校）クラス
に2台の車両で出場し、そのうちの１台が見事クラス優勝しまし
た。また、もう1台も4位と健闘しました！

　優勝した車両のドライバーを務めた工学部 交通機械工学科 
２回生の乾 瑠喜さんは、「近年、視界不良による接触やパンクな
どのトラブルによって思うような成績が出ませんでしたが、日々
マシンの改良を続けてきたおかげで今回クラス優勝ができ大変
嬉しく思います！今後も車両の改良を行い、表彰台に立ち続ける
ことができるよう頑張ります！」と意気込みを語ってくれました。

　平城宮跡歴史公園において、本学デザイン工学部 環境理工
学科3回生の選択科目である緑地マネジメント演習の一環とし
て、学生たちが企画運営するイベントを開催しました。
　緑地マネジメント演習では、国営公園等の大規模公園での
フィールドワークを通じて、公園緑地の管理運営や地域に役立つ

公園づくりを学びます。今年度は特別史跡・世界遺産の国営平城
宮跡歴史公園（奈良市）をフィールドとして「4つ葉のクローバー
探しとオリジナル栞（しおり）づくり」や「映え写真フォトスタンドの
制作」など3つの取り組みを学生たちが自ら企画しました。実施当
日には平城宮跡を訪れる多くの方々にご参加いただきました。

　SUPER GTでドライバーとして活躍している藤原優汰さん
（経済学部1回生）が、10月19日、20日に大分県日田市のオー
トポリスで行われた、スーパーGT第7戦『AUTOPOLIS GT 
3Hours RACE』で、予選6位、決勝20位と健闘しました。
 藤原さんは、現在、経済学部に在籍しつつレーシングチーム

PACIFIC RACING TEAMに所属しております。SUPER GT
のレースは鈴鹿サーキットなど全国各地で年間8戦ほど開催し
ており、藤原さんはPACIFIC RACING TEAMの第3ドライ
バーとして抜擢された期待のルーキーです。

平城宮跡歴史公園で学生が企画運営するイベントを開催！

藤原優汰さん 2024スーパーGT第7戦オートポリスで健闘！

　8月4日（日）に名古屋市千種スポーツセンターで開催され
た、第22回全国都道府県対抗日本拳法大会において、日本拳
法部の開髙千尋さん（スポーツ健康学部・4回生 下写真最右）、
土井唯香さん（経営学部・1回生 下写真右から３人目）が大阪府
代表選手として選出され、団体準優勝に貢献しました。
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　高等教育の修学支援新制度の制度改正により、令
和７年度から支援対象が拡大されます。多子世帯の方
は、所得制限無しで授業料減免(年間上限70万円)の
対象となります。
　申請希望の方は、日本学生支援機構給付奨学金の
春期募集に申請してください。
申請期間は4月１日～4月15日の予定です。申請書
類は４月１日から配布します。数に限りがありますの
でお早めにお越しください。

※多子世帯とは…子供を３人以上扶養する世帯
　令和５年１２月末日時点での扶養する子供の人数です。

家計・学業などの要件を満たしているか
ご確認ください

◆給付奨学金の対象かどうか
　必ず確認してください。
　「進学資金シミュレーター」

◆給付奨学金申請前に確認
　「学業要件」

◆文部科学省　制度案内

令和７年度以降
多子世帯への支援拡大内容

⇒

⇒

⇒

【 問い合わせ先 】
大阪産業大学 学生生活課 奨学金係
TEL：072-875-3070・3069

Mail：shogaku@cnt.osaka-sandai.ac.jp

受付時間：平日 9：00～17：00　土曜 9：00～12：30

日本学生支援機構
制度案内

⇒

お気軽にお問合せください！

成年
女子の部
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プ
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大
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大
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を
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り
ま
し
た
！

　おもろい大学プロデュース大作戦の企画の一
つである「大阪産業大学に井戸を掘る！」が実施さ
れました。今回の企画は、本学の教員と卒業生が
能登半島地震の被災地ボランティアに行った際、
ライフラインの一つである水の重要性を実感した
ことをきっかけに、植原響さん（工学部 電気電子
情報工学科2回生、教職ゼミ所属）が企画立案。
地下に水脈がある大学の中庭に井戸を掘ること
が決まりました。
　当日は教職ゼミの学生の他、本学OBも集まり、
10名ほどで作業が進められました。手動のドリル
で掘り進め、硬い岩盤は振動ハンマーで砕き手で
取り除くなど、炎天下で作業を進めること5時間。
深さが3mに達し、水が滲み出てきた時には大歓
声が上がりました。最後は用意した鋳鉄のポンプ
に手作りの土台や屋根を取り付け、2日間かけて
ついに井戸が完成しました。飲用には向きません
が、災害時のトイレなどへの活用が期待されます。

支援区分Ⅰ～Ⅳは授業料減免＋給付奨学金、区分外の多子世帯は
授業料減免のみの支援となります。

要件の詳細は、制度案内
ページでご確認ください。

Ene-1 MOTEGI GPは充電式乾電池「eneloop」40本を用いた競技会であり、2023年まではモビリティリゾートもてぎを舞台とした「ロードコース（西コース）」
での耐久形式で争われていましたが、今年から「ロードコース（フルコース）」の3回走行した合計タイムで順位を決めるスプリント形式となりました。




	12.4表紙+表4
	12.4_1-2p
	12.4_3-4p
	12.4_5-6p
	12.4_7-8p
	12.4_9-10p
	12.4_11-12p
	12.4_13-14p



